
修士論文(要旨) 

2024 年 1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学生における主観的幸福感に対する平静回復感 

とレジリエンスとの関連性の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導 石川 利江 教授 

 

国際学術研究科 

国際学術専攻 

心理学実践研究学位プログラム ポジティブ心理分野 

222J2055 

孫 孔子 

 

 

 

 

 

 



Master’s Thesis （Abstract） 

January 2024 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Examining the Relationship between Subjective Well-Being, Calm 

Recovery, and Resilience in College Students 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SUN  KONGZI 

222J2055 

Master of Arts Program in Positive Psychology 

Master's Program in International Studies 

International Graduate School of Advanced Studies 

J. F. Oberlin University 

Thesis Supervisor: Rie Ishikawa 



 

 

目次 

序章：研究背景                     .................................1 

第 1 章 

1.1 先行研究                            .................................2 

1.2 問題提起                             .................................4 

1.3 目的                               .................................. 5 

1.4 仮説                                 .................................5 

 

 

第 2 章 研究方法               

2.1 調査対象者者                         .................................6 

2.2 尺度の構成                          ..................................6 

2.3 調査方法                             ................................ 8 

2.4 統計方法                             .................................8 

 

第 3 章 結果 

  3.1 対象者の属性                         .................................9 

3.2 平静回復尺度の因子分析結果           .................................9 

 3.3 尺度の内的整合性                    .................................13 

3.4 相関分析の結果                      .................................14 

3.5 各尺度の線形回帰分析の結果          .................................15 

  3.6  平静回復尺度の下位因子と SWB の線形回帰分析の結果.....................16 

 3.7  項目の内容別にみた尺度得点の t 検定比較   ............................17 

 

 

第 4 章 考察 

4.1 尺度の内的整合性                    .................................19 

4.2 因子分析後の平静回復感尺度について           ........................19 

 4.3  相関分析及び線形回帰分析について             ........................19 

 4.4 平静回復感尺度の下位因子と SWB の線形回帰分析について.................21 

 4.5 項目の内容別に見た尺度得点の t 検定比較について   ....................21 

 4.6 平静回復感尺度について                  .............................22 

 

第 5 章 終章 

 5.1 結論                                     ............................23 

 5.2 今後の課題                                    .......................23 

 

引用文献 

 

 



 

 

要旨 

キーワード： ポジティブ心理学，主観的幸福感，平静回復感，レジリエンス，大学生 

 

ストレスや困難な状況に直面した後に心身のバランスを取り戻す「平静回

復」は，大学生が学業，人間関係，就職活動などのプレッシャーに対処する上

で，極めて重要な役割を果たすのではないかと考える。大学生における主観的

幸福感に対する平静回復感とレジリエンスとの関連性については，まだ十分に

解明されていない。平静回復感とレジリエンスがそれぞれどの程度主観的幸福

感に寄与するのか，また，これら三つの要素が相互にどのように影響を与え合

うのかについての検討は必要であろう。主観的幸福感，平静回復，そしてレジ

リエンスをどのように育て，維持していくのか，その方法を研究することで，

現代の大学生が直面する心の問題の解決につながると考えられる。 

主観的幸福感（SWB），平静回復，レジリエンスの関連性を解明することによ

り，より効果的な心理的支援策の開発，そして大学生の幸福感の上がるために，

本研究では，主観的幸福感（SWB），平静回復，レジリエンスの相互の関連性を

検討することを目的とした。その結果，平静回復感尺度は，個人がストレスや

逆境に直面した際にどれだけ迅速かつ効果的に心理的平穏を取り戻せるかを測

定するための重要な心理指標だと考えられる。探索的因子分析と確認的因子分

析から得られた結果が尺度の信頼性があり，理論に基づいているとすれば，こ

の尺度は個人の主観的幸福感，レジリエンスや適応力を理解する上で非常に有

益であると考える。 

結論は，新しく作った平静回復尺度の信頼性，妥当性が確認され，下位因子

の自己調整力と逆境対処力が主観的幸福感に対して独立した影響を持つことが

わかった。レジリエンスと主観的幸福感にも寄与していることが示された。平

静回復尺度がさまざまな集団でどのように機能するかを調査するためには，さ

らなる研究が必要だと考える。また，平静回復が他の心理的構成要素，例えば

抑うつや不安といった感情とどのように関連しているかをさらに探ることも，

心理的介入のターゲットを特定する上で有用だと考えられる。 

本論文から得られた知見は，心理的幸福を高めるための介入において，平静

回復の能力を強化することの重要性を示唆している。性別と年齢に基づく差は

見られなかったが，心理的スキルの向上は全体の幸福感を高める可能性がある

ことを示唆している。 
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